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足羽川の利活用について



福井豪雨を受けて

◆H１７

●足羽川河川環境整備検討会

◆H１８
●足羽川桜づつみ協議会

◆H20 利活用推進懇談会

● 足羽川河川空間利活用推進懇談会

● 足羽川フォーラム

◆ H21

● 激特事業の完了

◆ H22

● 足羽川の魅力を活かす活動の応援に向けた取組み

足羽川フォーラム

「まちなか足羽川会議」の発足



まちなか足羽川会議
◆メンバー

●住民…沿川の公民館、子供会育成会 etc

●団体…NPO法人、商業関係法人、協同組合 etc

●企業…市内の企業

●学校…大学、PTA、沿川の幼稚園・保育園 etc

●行政…福井県、福井市

◆主な活動内容

①情報の発信・共有の場

会員の活動に役に立つ色々な情報を収集・整理し、それらの情報を会
員で共有するとともに、広く市民へ発信していく。

②ネットワーク構築の場

イベントのスタッフ、インストラクターおよびお客さんを集める際の
協力体制を構築していく。

③交流・連携を深める場

足羽川の魅力や活動状況などの情報を共有・発信していく場、会員の
交流・連携を深めるきっかけの場として、合同イベントを実施していく。



足羽川での利活用事例
「アユの稚魚放流体験」



足羽川での利活用事例
「エコキャンドル」



足羽川での利活用事例
「川に学ぶ体験教室」



足羽川での利活用事例

「カヌー体験教室」



ミズベリング
←「河川空間のオープン化」（Ｈ２３年）
を受けて

H28年４月１日(金),２日(土),８日(金),９日(土)実施

ミズベリング・バー 川ＴＥＲＲＡＣＥ 水辺で乾杯



繰舟の歴史



「毛矢町の繰舟」
福井城下眺望図 （福井市立郷土歴史博物館所蔵）



「毛矢町の繰舟」

福井城下図屏風「毛矢町繰舟」 （福井市立郷土歴史博物館所蔵）



由利公正について

「幸橋（南詰上流側）の由利公正像」



「毛矢の繰舟」体験



企画概要

足羽川 九十九橋

幸橋

福井県庁
（福井城跡）

開催場所

足羽川「九十九橋上流左岸舟着場」

運航時間

午前１０時から午後４時まで ※

（※夜間運航 午後６時から午後９時）

開催場所

・福井市中心部を貫流する足羽川で、幸橋が架けられる幕末まで行われていた
「毛矢の繰舟」を再現します。
・繰舟体験を通して、福井の歴史や交通手段の変化を知ってもらい、人と川の繋が
りを広げます。

開催期間

平成２８年４月～１０月



渡り初め式の様子（28年4月）



運航状況（28年4月春まつり時）



運航状況（28年4月）



夜間運航の様子（28年4月）



27年度の開催結果
８月から10月までの間で計12回開催し、計1,029人が体験した。

２８年度の開催状況は・・・

６月末現在で計1０回開催し、計７７６人が体験。



アンケート結果（Ｈ27年度）
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問）「毛矢の繰舟」体験に料金を払うとしたら、いくらまでですか？

平均価格 ２４５円



繰舟の技術



舟が浮かぶには…
重力（舟や乗舟員など）

浮力

喫
水
深

両者がつり合うことで
水準が保たれる

舟が傾くと… ＧがＭより下のとき

復元モーメント
が働く

回転が逆になり
転覆する！

Ｇ：重心
Ｂ：浮心
Ｍ：メタセンター

ＧがＭより上のとき



舟の推進力について
（問題） 「繰舟」を漕いで対岸（左岸→右岸）へ渡る際に、舟が楽に進む

体勢として、下図のうちどれが最も当てはまるでしょうか？

左

岸

右

岸

ロープと舟の結合点

舟

ロープ（固定）

流向

岸岸

舟の進行方向
舟

ロープからの
反作用力

体勢の維持が
困難（汗）ぶら下がって

いるだけ？ うまく舵をと
れば進む！



和舟について
購入した和舟

全長5.9m×全幅1.3m×全高0.5m

制作会社 ：「松井造船所」（滋賀県大津市本堅田１－１－３２）

…琵琶湖独特の木造輸送船である「丸子船」の製造技術を知る
数少ない木造船大工

・造船の作業工程はまず材料となる木の選定から始まり、舟に見合った木（槙・杉・
檜）を求めて各地の山や製材所を巡って、納得がいくものを集める。
・次に材料を各パーツに切り分けて削り、その何百にも及ぶパーツを組み合わせ、水
が侵入する隙間のないように仕上げていく。

大人６人乗り（船頭含む）

舟の製造方法



おわりに



繰舟のモデル

「 アムステルダム（オランダ）帆船祭り 」



今後の開催予定

平成２８年 ８月５日（金）※
（※夜間運航実施←足羽川花火大会）

６日（土），７日（日）

１０月８日（土）※ ９日（日）※１０月８日（土）※，９日（日）※
（※夜間運航実施←愛宕坂ライトアップ）

１０日（月・祝），２２日（土），２３日（日）

ただし、天候等により中止の場合がありますので、来場までに県
（河川課）ホームページ等によりご確認下さい。



みなさまのご乗舟、心よりお待ちしております。


